
工学部：機械工学創造演習・知能機械工学演習Ⅲ

県内企業での実践型演習で
ものづくりへの理解を深め、
活きた課題の解決に取り組む。

演 習 先 企 業 で の 課 題 解 決 事 例

夏
休
み
に
参
加
し
た
企
業
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
で
設
計
の
研
修

を
受
け
、
設
計
と
関
係
の
深
い

生
産
技
術
に
つ
い
て
学
び
た
い

と
思
い
、
演
習
先
に
秋
田
屋
本

店
を
選
び
ま
し
た
。

与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
ゼ

リ
ー
飲
料
生
産
ラ
イ
ン
に
お
け

る
排
出
シ
ュ
ー
ト
の
形
状
改
善
。

製
品
が
充
填
機
の
排
出
シ
ュ
ー

ト
か
ら
殺
菌
機
に
正
し
い
向
き

で
流
れ
ず
、
ラ
イ
ン
全
体
を
停

止
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
、
生
産

性
の
低
下
を
招
い
て
い
ま
し
た
。

私
は
排
出
シ
ュ
ー
ト
に
ガ
イ

ド
を
つ
け
る
こ
と
で
製
品
の
姿

勢
が
安
定
す
る
と
考
え
て
設
計

し
ま
し
た
。
た
だ
、排
出
シ
ュ
ー

ト
の
試
作
品
を
ラ
イ
ン
に
設
置

し
て
み
た
と
こ
ろ
、
う
ま
く
製

品
が
流
れ
ま
せ
ん
。
自
分
が
手

作
業
で
成
形
す
る
工
程
を
考
え

ず
に
設
計
し
た
た
め
、
設
計
図

通
り
に
試
作
品
を
作
れ
な
か
っ

た
の
が
原
因
で
す
。
こ
の
経
験

か
ら
、
設
計
段
階
で
現
場
の
仕

様
や
後
工
程
ま
で
を
考
え
る
大

切
さ
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

工
学
部
の
3
年
生
が
企
業
で

学
ぶ
機
会
は
珍
し
く
、
演
習
の

話
は
就
職
活
動
の
面
接
で
話
の

タ
ネ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
卒
業

後
も
、
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
、
も
の
づ
く
り
に
携

わ
り
た
い
で
す
。

製
造
の
現
場
で

生
産
技
術
を
学
び

後
工
程
の
重
要
性
が

実
感
で
き
ま
し
た
。

特　集

岐阜大学と、県内企業や地域金融機関、岐阜県が一丸
となって推進するプロジェクトの一環として、平成28年
に開講された工学部の授業「機械工学創造演習・知能
機械工学演習Ⅲ」。現場での課題解決を通して創造性を
育み、次世代のイノベーションを創出する高度な技術を
備えた人材の養成に取り組んでいます。

「地域に根ざした国際化」を研究・教育の両面で展開し、その成果を地域社会に還元することを目指す岐阜大学。

「地域」や「世界」での学びを通して、世界中どの地域でもその地域課題の解決に取り組むことができる

グローカル人材の育成に力を入れています。

本特集では、岐阜大学各学部での特徴的な教育プログラムを取り上げ、

地域社会の実践的な国際化と成果の地域還元による相互の発展に貢献する岐阜大学の人材育成を紹介します。

岐阜大学工学部が、平成28年に開講した「機械工学創造演習・知能機械工学演習Ⅲ」。特定分野の理解を深め、企業で
のものづくりに対する姿勢を知ることを目的に、県内企業の経営者・技術リーダーによる企業の魅力を伝える講義や受け入
れ企業で現場の課題解決をテーマとする演習を実施。授業最終日には、関係者約300人の前で演習の成果を報告するプ
レゼンテーションを行います。演習課題に取り組んだ学生と演習先企業の担当者に話をうかがいました。

学びのフィールドは
地域×世界

大胆で自由な発想に感心しました。
当社を知ってもらえたのもうれしいです。

学生から提案された改善案は、想像以上に素晴らし
かったです。発想が大胆で自由。「なるほど！」と感心さ
せられるとともに、日頃、私達が先入観にとらわれている
ことに改めて気付かされました。改善案の中には非常に
優れたものがあり、改良を重ねて実際に生産ラインに取
り入れていく予定です。学生には、改善案を考えてもらう
だけでなく、アルミ板でモデルを試作し、それを生産ライ
ンに実装して動作確認や評価を行うところまで実践して
もらいました。一連の作業を通して、アイデアを形にする
醍醐味や難しさを体感してもらえたと思います。

今回の演習で特に印象に残っているのは、学生が苦労
しながらも終始楽しそうに取り組んでいたことです。私
自身、若い感性を持った学生との交流はとても刺激的で
楽しめました。洞戸工場でウィダーinゼリーを生産して
いることや生産現場の様子など、当社のことを深く知っ
てもらえたのもうれしいですね。

文化元年に秋田杉の材木商として創
業。明治20年に養蜂事業を始め、200
年を超える歴史を持つメーカー。養蜂
器具やミツバチの販売だけでなく、は
ちみつやローヤルゼリー、プロポリスと
いった蜂製品の加工・販売など、養蜂全
般を手掛ける。今回の演習はゼリー飲
料のOEM製造を行う洞戸工場で実施。

CASE 1

秋田屋本店株式会社

こんな会社です

演習課題	 	ウイダーinゼリー生産ラインに
おける改善策の検討

株式会社秋田屋本店
洞戸工場 指導役

武藤 幸彦 さん

演習先担当者

まずは、もっと県内企業の魅力を知ってもらいたいです。
岐阜県の産業を担う若い人材の育成・定着を目的に立ち上げられた「産学金官連

携人材育成・定着プロジェクト」。人材確保が大きな課題となっている県内企業、地域
人材の育成を担う岐阜大学、県内企業の成長を支援する地域金融機関、地域の行政
を担う岐阜県が一体となり、平成28年度から本格的に事業をスタートしました。

プロジェクトの一環として行われた「機械工学創造演習・知能機械工学演習Ⅲ」で
は、学生に日本を支える優れた技術力を体感し、ものづくりへの興味を深め、県内企
業の魅力を知ってもらうことを目的としています。初年度は岐阜大学工学部3年生が
県内企業13社で演習を実施。参加した学
生からは「ものを一から作る楽しさを感じ
た」「企業の方々からの期待を実感した」、
演習を受け入れた企業の方々からは「学生
の新鮮な発想に触れ、社員にも刺激になっ
た」「県内には、面白くて、元気で、温かい企
業があることを知ってもらえた」などと感
想をいただき、学生と企業の双方に実りの
多い演習になりました。

参加学生インタビュー

演習受入企業インタビュー

岐阜大学工学部4年
機械工学科機械コース

松橋 仁
ひ と み

美 さん

地域
L O C A L
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株式会社オンダ製作所 様

アサヒフォージ株式会社 様

株式会社イマオコーポレーション 様

株式会社秋田屋本店 様

株式会社水生活製作所 様

株式会社岐阜多田精機 様

株式会社ギフ加藤製作所 様

株式会社ナベヤ 様

株式会社黒田製作所 様

株式会社樋口製作所 様

日晃オートメ株式会社 様

鳥羽工産株式会社 様

大垣精工株式会社 様

産学金官連携プロジェクト

受け入れ企業リスト



応用生物科学部
「地域ブランドと地域振興Ⅰ～Ⅲ：飛騨牛倶楽部」

地域ブランド「飛騨牛」
を通して、課題を認識し、
アイデアをまとめ、解決
策を提案する力を培う。

私
は
1
年
次
に
友
人
に
誘
わ

れ
て
こ
の
授
業
を
受
け
、
以
降

3
年
間
受
講
し
ま
し
た
。
飛
騨

牛
は
、
霜
降
り
の
多
い
肉
質
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
岐
阜
の

ブ
ラ
ン
ド
牛
で
す
。
受
講
当
初

に
比
べ
る
と
、
講
義
や
文
献
の

調
査
、
実
習
か
ら
飛
騨
牛
の
知

識
が
か
な
り
広
が
り
ま
し
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
1
、

2
年
次
の
現
地
実
習
や
3
年
次

の
イ
ン
タ
ー
ン
で
す
。
農
家
さ

ん
か
ら
は
育
て
方
で
牛
の
性
格

が
変
わ
り
、
肉
質
ま
で
変
化
す

る
こ
と
を
お
聞
き
し
、
ま
た
牛

舎
の
清
掃
や
飼
育
な
ど
の
体
験

を
通
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の

維
持
が
ど
れ
だ
け
大
変
か
な
ど

を
実
感
と
し
て
掴
み
ま
し
た
。

最
終
的
な
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、

1
年
次
に
は
県
内
消
費
量
の
多

さ
に
注
目
。
そ
の
強
み
を
生
か

し
て
、
飛
騨
牛
を
味
わ
う
観
光

ツ
ア
ー
の
増
加
を
提
案
。
ま
た
、

2
年
次
に
は
霜
降
り
具
合
を
数

値
に
し
て
表
し
、
イ
メ
ー
ジ
を

高
め
る
案
を
出
し
ま
し
た
。
毎

回
、準
備
は
大
変
で
し
た
が
、グ

ル
ー
プ
内
で
役
割
を
分
担
し
、

異
な
る
意
見
を
ま
と
め
た
経
験

は
今
後
も
役
立
つ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
3
年
間
で
飛
騨
牛
の

魅
力
に
気
付
き
、
岐
阜
の
こ
と

が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

一
次
加
工
品
の
理
解
が
増

し
た
の
で
、
今
後
は
二
次
加
工

品
の
研
究
に
生
か
し
、
将
来
は

食
品
系
の
企
業
に
就
職
し
た

い
で
す
。

飛
騨
牛
と
岐
阜
の

魅
力
を
再
発
見
し
、

将
来
の
道
も

広
が
り
ま
し
た
。

演 習 先 企 業 で の 課 題 解 決 事 例

演
習
で
苦
労
し
た
の
は
新
商

品
の
ア
イ
デ
ア
提
案
で
す
。
全

く
新
し
い
企
画
を
出
そ
う
と
試

み
ま
し
た
が
、な
か
な
か
い
い
ア

イ
デ
ア
が
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん

で
し
た
。
ア
イ
デ
ア
提
案
の
締

切
が
迫
っ
た
頃
、
オ
ン
ダ
製
作

所
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
「
既

存
の
商
品
を
ヒ
ン
ト
に
す
る
」

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
思
い
出

し
、「
片
手
で
切
れ
る
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」を
思
い
つ

き
ま
し
た
。
家
で
料
理
を
す
る

時
、キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
が
片
手

で
切
れ
ず
、
不
便
に
感
じ
て
い

た
か
ら
で
す
。

ア
イ
デ
ア
が
ま
と
ま
り
、
試

作
品
を
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で

作
っ
た
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
。

た
だ
、
初
め
て
経
験
す
る
プ
レ

ゼ
ン
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し

た
。「
文
字
ば
か
り
だ
と
読
ま
れ

な
い
の
で
、
写
真
を
大
き
く
す

る
と
良
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
、内
容
を
改
善
。相
手
に

ど
う
や
っ
た
ら
自
分
の
伝
え
た

い
こ
と
が
伝
わ
る
か
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

講
義
最
終
日
の
成
果
発
表
会

は
大
勢
の
人
か
ら
注
目
を
浴
び

て
、と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
練

習
の
甲
斐
あ
っ
て
、ア
イ
デ
ア
の

ポ
イ
ン
ト
は
伝
え
ら
れ
た
と
思

う
の
で
、
こ
の
経
験
を
今
後
に

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ア
イ
デ
ア
の
伝
え
方
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

学びのフィールドは地域と世界特集

岐阜大学応用生物科学部
生産環境科学課程 応用動物科学コース

八
や よ た

代田 真人 教授

「飛騨牛倶楽部」担当教員

JA全農岐阜
畜産部 畜産販売課

四
し か た

方 義人 さん

「飛騨牛倶楽部」外部講師

学生らしい視点の提案に期待を寄せています。
私はこの授業に外部講師として協力し、農家や関係機関

での現地視察やアテンドもしています。飛騨牛はJA全農岐
阜の中でも重要な品目です。肉質や衛生管理に定評があり
ますが、課題は首都圏での知名度。授業をきっかけに、学生
ならではの視点を取り入れ、振興に生かしていきたいです。
実際に「他の銘柄牛のウェブサイトより見劣りする」という
意見を反映し、改善を施しました。

飛騨牛倶楽部での学びや経験から、将来その生産や地
元の産業に関わり、岐阜県をさらに盛り上げたいと思う
学生が増えることを待望しています。

説得力のあるプレゼンに成長を実感しました。
学生にはこの授業を通じて、課題解決の方法を学び、地

域貢献できる人材になってほしいと願っています。授業の
特色の一つである現地実習では、飼育農家やセリ場の見
学し、子牛の減少や離農などの課題を理解していきます。
また、JA全農岐阜の方や農家、研究者を交えたグループ
ワークを通して、自らの考えを提示しつつ、多様な意見を
集約し、創造的な解決策を導く手法も身に付けます。

最後に、各自が飛騨牛ブランドの新たな展開案を発表し
た際、原価計算をもとにした新商品など、説得力のあるプレ
ゼンに成長の跡が見え、今後に大いに期待を抱きました。

学生が意欲的に演習課題に取り組んでくれて、
自分にとっても刺激になりました。

学生には、商品開発の楽しさや難しさを知ってもらい
たいと思い、新商品のアイデア提案からプレゼンに至る
一連の流れを演習で行いました。「身近にあったらいいも
の」というテーマで新商品を考えてもらったところ、多く
のアイデア提案があり、前向きな取り組み姿勢に私も刺
激を受けました。ただ、アイデアを形にして、その魅力を
人に伝える作業には苦労したようです。実際に弊社で使
用している提案書を使ってプレゼンをしてもらいました
が、最初はプレゼン用の資料も発表も、ポイントが曖昧な
ものが多かったです。しかし、本番の成果発表会では新商

品の強みにポイントを絞ったプレゼンが行われ、短い準
備期間の中で学生の成長を感じました。

私達企業にとって、この演習は学生に企業のことを
知ってもらういい機会です。私自身岐阜大学の卒業生で
すが、就職活動をするまで弊社のことを知らなかったの
で、今後もこうした取り組みを続けてほしいと思います。

業 界 トップ ク ラ ス の
シェアを誇る、継手、バル
ブ、パイプなど配管資材の
総合メーカー。材料・部品・
製品の設計・開発までワン
ストップで行い、全国19
カ所の営業拠点より販売。
自社企画製品が、2015年
度、2016年度グッドデザ
イン賞を受賞。今回の演
習は、関市の本社および工
場で実施。

CASE 2

株式会社オンダ製作所

こんな会社です

演習課題	 	商品開発（商品イメージの提案から3Dモデリングまで）

	 　配管技能講習、2D・3D	CAD研修、
	 　新商品アイデア提案、CADでモデリング、
	 　3Dプリンターでのサンプル作成、
	 　商品企画提案書の作成

株式会社オンダ製作所
商品開発本部

永原 稔
と し ひ さ

久 さん

演習先担当者

参加学生インタビュー

演習受入企業インタビュー

岐阜大学工学部4年
機械工学科機械コース

服部 晏
や す あ き

明 さん

地域
L O C A L
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応用生物科学部が開講している「地域ブランドと地
域振興Ⅰ～Ⅲ：飛騨牛倶楽部」。JA全農岐阜の協力
の下、集中講義と現地実習を通して、地域ブランド
のあり方や振興について学び、地域の課題解決を実
現する人材育成を図ります。

岐阜大学応用生物科学部3年
応用生命科学課程 食品生命科学コース

上田 裕紀 さん

地域にとけこみ活躍する人材の育成を目指す「大学COC事業」の一環として、平成26年に開講。応用生物科学部の教員の指導の下、JA全農岐阜の職員ら外部講師
による講義で、飛騨牛ブランドの立ち上げから現在までの取り組みを学習する。さらに、生産や販売の現場を視察し、関係者と意見交換を行いながら、飼育や販売戦
略における課題を認識。この講義の総括として、グループごとに今後の飛騨牛ブランドのあり方や振興策をまとめ、最終日にプレゼンテーションを行う。

「地域ブランドと地域振興Ⅰ～Ⅲ：飛騨牛倶楽部」



医学部：海外臨床実習プログラム／ 医療英語ワークショップ

医療現場において
英会話で対応可能な
グローバル医師を養成。

Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
で
は
、
選
択
臨
床

実
習
期
間
に
お
い
て
、「
海
外
臨

床
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｅ
Ｃ
Ａ

Ｐ
）」を
推
進
し
て
い
ま
す
。
選

択
臨
床
実
習
期
間
と
は
、
岐
阜

大
学
で
の
実
習
を
行
っ
た
後
、

将
来
専
攻
し
た
い
診
療
科
や
研

修
し
て
み
た
い
病
院
を
選
び
、

さ
ら
に
実
習
を
行
う
期
間
の
こ

と
で
す
。
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
実
習
先

が
海
外
な
の
で
、
学
生
た
ち
に

は
、
最
低
限
の
英
語
力
を
身
に

つ
け
て
実
習
に
臨
ん
で
欲
し
い

た
め
、
厳
し
い
申
請
条
件
を
課

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
課
外
授

業
「
医
療
英
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
※
」
へ
の
８
割
以
上
の
出
席

や
臨
床
能
力
試
験
「
英
語
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
※
」
で
の
合
格
を
経
て
、
晴

れ
て
参
加
で
き
ま
す
。

Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て
は
約

9
年
前
か
ら
試
行
錯
誤
し
つ
つ

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
最
大
の

目
的
は
医
療
現
場
に
お
い
て

世
界
の
多
様
な
文
化
に
触
れ
、

海
外
の
人
々
と
協
働
す
る
気
持

ち
を
持
つ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
」
を
育
む
こ
と
で

す
。
昨
今
は
め
ま
ぐ
る
し
く
国

際
化
が
進
み
、
素
早
く
海
外
の

医
療
情
報
を
取
り
入
れ
な
が
ら

診
療
す
る
と
い
う
こ
と
も
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
で
は
検

査
結
果
を
診
断
に
使
う
比
重
が

高
い
の
で
す
が
、
海
外
で
は
最

初
に
医
療
面
接
と
身
体
診
察
を

じ
っ
く
り
と
行
い
、推
論
し
て
、

そ
こ
か
ら
検
査
へ
進
む
と
い
う

医
療
方
針
の
違
い
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応

す
る
た
め
に
、
医
療
英
語
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
留
学
生
に
模
擬

患
者
役
を
頼
み
、
英
語
で
の
医

療
面
接
を
行
い
、
英
語
力
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
成

す
る
の
で
す
。

ま
た
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
で
は
医
学

生
1
人
き
り
で
約
1
カ
月
間
、

外
国
の
医
療
現
場
に
身
を
置

く
た
め
度
胸
が
つ
き
、
よ
り
多

く
の
医
療
英
語
と
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
身
に
つ
け

て
帰
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た

成
果
が
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と

伝
わ
り
、
よ
り
多
く
の
学
生
が

触
発
さ
れ
て
７
年
前
ま
で
は

10
人
程
度
だ
っ
た
参
加
者
が
こ

こ
２
年
で
20
人
以
上
に
増
え

ま
し
た
。
こ
の
実
習
を
経
て
実

際
に
海
外
の
医
療
機
関
で
働

く
卒
業
生
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
よ
り
多
く
の
学
生
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
e
ラ
ー
ニ

ン
グ
や
ス
カ
イ
プ
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
授
業

を
展
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま
た
医
療
英
語
の
教
材
や
、

１
年
次
か
ら
英
語
を
用
い
た
授

業
を
増
や
し
、
さ
ら
に
英
語
力

を
高
め
る
機
会
を
提
供
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

海
外
臨
床
実
習
に
参
加
し
た

い
と
思
っ
た
の
は
5
年
次
の
時

で
す
。「
視
野
を
広
げ
、新
し
い

観
点
で
物
事
を
捉
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
」と
思
っ
て
い
た

上
に
、
海
外
勤
務
が
多
い
父
か

ら
の
「
学
生
の
間
に
海
外
へ
出

て
み
る
と
い
い
」
と
い
う
言
葉

も
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

実
習
は
シ
ド
ニ
ー
の
ロ
イ
ヤ
ル

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
ス
ピ

タ
ル
の
血
液
内
科
で
行
い
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
多
民
族

国
家
な
の
で
、人
種
も
宗
教
も
さ

ま
ざ
ま
な
患
者
が
来
院
し
ま
す
。

同
一
民
族
の
日
本
と
違
い
、が
ん

の
告
知
と
い
っ
た
難
し
い
場
面
で

は
患
者
に
よ
っ
て
対
応
を
変
え

る
必
要
が
あ
り
、苦
労
す
る
と
こ

ろ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
実

習
時
に
は
、指
導
医
が
深
刻
な
病

状
の
患
者
に
対
し
て
、手
を
握
っ

て
、目
を
見
て
、向
か
い
合
っ
て

い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。患
者
さ
ん
を
思
い
や
る
気
持

ち
は
万
国
共
通
な
の
だ
と
改
め

て
実
感
し
た
と
と
も
に
、医
師
の

熱
意
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

大
変
だ
っ
た
の
は
想
像
以
上

に
言
葉
の
壁
が
あ
っ
た
こ
と
で

す
。
日
本
以
外
の
国
で
は
医
学

教
育
は
英
語
で
行
う
こ
と
が
多

く
、
仲
良
く
な
っ
た
香
港
の
留

学
生
に
助
け
て
も
ら
う
場
面
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。
香
港
で
は

小
さ
い
頃
か
ら
英
語
を
学
び
、

み
ん
な
当
た
り
前
の
よ
う
に

話
せ
ま
す
。
ま
た
臨
床
現
場
で

は
常
に
英
語
で
情
報
が
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
さ
れ
る
の
で
、英
語
が
で

き
れ
ば
簡
単
に
最
新
情
報
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
も
情
報
を
収
集
し
、
実
習
の

予
習
を
す
る
な
ど
努
力
は
し
ま

し
た
が
、
改
め
て
世
界
と
日
本

の
医
学
生
の
違
い
を
感
じ
、
大

き
な
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

海
外
臨
床
実
習
を
経
て
異
文

化
や
民
族
を
以
前
よ
り
も
容
易

く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て
大
き
な

変
化
で
し
た
。
ま
た
言
語
が
違
っ

て
も
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
話
せ

ば
、気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
は
で

き
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。
何
よ

り
、同
じ
志
を
持
つ
友
人
に
出
会

え
た
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
財

産
で
す
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
日
本
で
医
師
と
し
て

働
く
に
あ
た
り
、新
し
い
視
点
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
私
に
と
っ
て
、一
生
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
一
カ
月
で
す
。

医
療
現
場
に
携
わ
る
者

と
し
て
、
英
語
と
い
う

言
語
の
必
要
性
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
。

実践的な医療英語を学べる参加型ワーク
ショップ。課外授業で履修単位にはなら
ないが、ECAP参加希望者は8割以上の
出席が必須となる。外国人医師や海外で
の臨床・研究経験を持つ日本人医師を学
外から招聘し、医療面接やプレゼンなど
のワークショップを英語で行う。全5回。

Objec t i ve  S t ruc tu red  C l i n ica l 
Examinationの略。客観的臨床能力試
験のこと。医療面接などのブースを10
分前後で回る実技などで、英語力やコ
ミュニケーション力などの臨床能力を
評価する。身体診察やカルテ記載など
試験内容も多岐にわたる。

岐阜大学医学教育開発研究センター
岐阜大学大学院医学系研究科 医学教育学分野

西
さ い き

城 卓也 准教授

「海外臨床実習プログラム」指導教員

※医療英語ワークショップ ※英語OSCE（オスキー）

岐阜大学医学教育開発研究センター

今福 輪太郎 併任講師

「海外臨床実習プログラム」指導教員

教務補佐員

早川 佳穂 さん

MEDCスタッフ

◯TOEFL ITP 550点以上（iBT 79点以上）
◯医療英語ワークショップへの8割以上の出席
◯一定以上の学業成績
◯英語OSCE受験（医療面接）

情報源として活躍
さまざまな相談に対する学生たちの窓口

となり、例えば英語の履歴書作成については
今福先生へ、など情報入手先のパイプ役を
行っています。また実習先での不安や心配に
ついて答えられるように、先輩の学生からな
るべく多くの情報を得る努力もしています。
今後も常に情報を更新しながら、学生を支え
ていきたいと思います。

学生と同じ目線で相談に
主に海外臨床実習受け入れ先への書類の準備や、英語での履歴

書の添削やサポートを行っています。学生にとって勉強や留学の
準備の忙しさに加え、英語で自己PRを表現するのはかなり負担
だと思います。そこをきちんと手助けできるよう、普段は学生と
同じ目線で話し、相談しやすい雰囲気づくりを心がけています。
実習から戻った学生たちのたくましく成長した姿を見ると嬉し
いですね。今後ももっと多くの学生に参加してもらいたいと願っ
ています。

海外臨床実習プログラム：参加者インタビュー

学びのフィールドは地域と世界特集

世界
G L O B A L
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岐阜大学医学教育開発研究センター（MEDC）では、医療
現場において活躍できる高い英会話力や世界の多様な文
化に対応できる心を育み、現場で活躍できる医師を養成す
るためのプログラムとして平成25年から「医療英語ワーク
ショップ」、加えて平成27年からは「海外臨床実習プログラム
（ECAP）」を行っています。

MEDC（医学教育開発研究センター）では全国80の医科大学・医学部の医
学教育に関する唯一の共同利用拠点として、医学教育セミナーやワーク
ショップを実施。その中の「海外臨床実習プログラム（ECAP＝Elective 
Clerkship Abroad Program）」は諸外国の医療機関で実習を行います。

岐阜大学医学教育開発研究センター
MEDC  Medical Education Development Center

海外臨床実習プログラム
（ECAP）の申請条件

岐阜大学医学部医学科 平成29年卒業

白川 千種 さん



バロー・Vドラッグ海外研修奨学金助成事業地域科学部：国際教養コース

地域企業の後押しを受け、
世界最高峰の研究機関に
大学院生が留学。

語学力の向上と
異文化理解を促進する
国際教養コースを新設。

も
と
も
と
私
は
大
学
院
で
、

薬
に
な
り
得
る
物
質
を
有
機
合

成
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
で
き
た
物
質
の

分
析
や
評
価
手
法
を
身
に
付
け

た
い
と
、企
業
か
ら
の
奨
学
金
を

受
け
、世
界
最
高
峰
の
医
学
・
創

薬
の
研
究
機
関
、N
I
H
へ
の
留

学
を
決
め
ま
し
た
。
N
I
H
は

専
門
分
野
の
講
義
や
実
験
技
術

習
得
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、岐

阜
大
学
の
工
学
研
究
科
と
は
部

局
間
協
定
を
締
結
し
て
い
る
た

め
、
大
学
院
を
休
学
す
る
必
要

が
な
い
こ
と
も
魅
力
で
し
た
。

私
が
所
属
し
た
ラ
ボ
は
、
糖

タ
ン
パ
ク
複
合
体
で
あ
る
コ
ン

ド
ロ
イ
チ
ン
硫
酸
プ
ロ
テ
オ
グ

リ
カ
ン（
C
S
P
G
）の
機
能
を

解
明
し
、
神
経
損
傷
の
治
療
に

役
立
て
る
研
究
が
中
心
で
し
た
。

私
の
課
題
は
、C
S
P
G
を
半
定

量
的
に
評
価
で
き
る
実
験
系
を

確
立
す
る
こ
と
。
専
門
が
異
な

る
上
、英
語
で
の
討
論
は
と
て
も

苦
労
し
ま
し
た
が
、最
後
に
は
国

際
研
究
集
会
で
の
ポ
ス
タ
ー
発

表
が
実
現
。
解
明
に
貢
献
で
き

た
こ
と
は
感
慨
深
い
で
す
。

留
学
を
経
て
、
研
究
の
根
底

に
人
の
命
が
あ
る
こ
と
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
、
目
指
す
道

を
見
つ
け
ま
し
た
。
春
か
ら
は

物
質
評
価
の
研
究
室
へ
移
り
、

未
知
の
分
野
を
追
求
し
ま
す
。

平
成
28
年
4
月
に
始
ま
っ

た
国
際
教
養
コ
ー
ス
で
は
、
日

本
人
学
生
に
つ
い
て
は
外
国
語

力
の
向
上
と
同
時
に
、
留
学
を

通
し
て
異
文
化
へ
の
理
解
を
促

し
ま
す
。
外
国
人
学
生
に
つ
い

て
は
、
集
中
的
な
学
習
で
日
本

語
や
日
本
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
、
グ
ロ
ー
カ
ル
な
学
識
を
養

う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
が
、

1
年
間
の
正
規
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

学
ぶ
交
換
留
学
で
す
。
留
学
先

の
学
術
交
流
協
定
大
学
で
の
取

得
単
位
を
単
位
と
し
て
認
定

し
、
就
職
活
動
な
ど
へ
の
影
響

を
考
慮
し
、
留
学
期
間
を
2
年

生
後
期
か
ら
3
年
生
前
期
に
設

定
。
4
年
間
で
卒
業
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
学
内
に
お
い
て

も
留
学
生
と
一
緒
に
学
ぶ
機
会

や
英
語
の
講
義
を
増
や
し
、
留

学
条
件
と
な
る
T
O
E
F
L
の

試
験
対
策
な
ど
も
積
極
的
に
展

開
。
T
O
E
F
L
が
40
点
代
か

ら
60
点
代
半
ば
ま
で
上
昇
し
た

学
生
も
い
ま
す
。
留
学
先
で
は

語
学
だ
け
で
な
く
、
異
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

で
す
。
そ
し
て
将
来
的
に
は
、当

コ
ー
ス
で
の
学
び
を
活
か
し
、地

域
で
起
こ
る
外
国
人
と
の
文
化

的
摩
擦
を
う
ま
く
解
消
し
、
緩

衝
材
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ

る
人
材
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
大
学
院
で
、
シ
リ
コ
ン

の
代
替
と
し
て
グ
ラ
フ
ェ
ン
を

太
陽
電
池
に
活
用
す
る
研
究
を

し
て
い
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
ェ
ン

系
物
質
に
お
け
る
精
度
の
高
い

理
論
計
算
を
学
び
、
実
践
的
な

語
学
力
を
修
得
す
る
た
め
英
国

Ｉ
Ｃ
Ｌ
へ
留
学
。
続
い
て
ド
イ

ツ
Ｚ
Ｓ
Ｗ
を
訪
れ
、
研
究
者
か

ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
太
陽
光
発
電
の
可
能
性

を
聞
き
、
研
究
の
意
欲
が
さ
ら

に
高
ま
り
ま
し
た
。帰
国
後
、留

学
先
で
修
得
し
た
理
論
計
算
を

活
用
し
た
研
究
を
論
文
発
表
で

き
、就
職
先
の
電
力
会
社
で
も
、

電
気
で
人
々
の
生
活
を
支
え
た

い
と
い
う
夢
が
で
き
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
英
語
で

プ
レ
ゼ
ン
し
た
の
が

と
て
も
新
鮮
で
し
た
！

英
語
力
の
向
上
を
実
感
！

T
O
E
F
L
の
得
点
も

20
点
上
が
り
ま
し
た
！

岐阜大学地域科学部地域政策学科

山本 公
こ う と く

徳 准教授

「国際教養コース」担当教員

以前から海外留学に興味が
あり、地域科学部に国際教養
コースが新設されるのを知り、
岐阜大学への入学を決めまし
た。印象に残っているのは「言
語と社会A」の講義です。自己
紹介を考えて英語でプレゼン
をするなど、高校までの受け身
の内容とは違い、主体的な授業
が多くて新鮮でした。留学先
のオーストラリアは移民が多
い国ですから、異文化に触れる
機会がたくさんあると思いま
す。自分から学ぶ姿勢を常に
心掛け、いろんなものを吸収し
たいと思っています。

高校時代に語学研修でイギ
リスを訪れた経験から、大学で
もぜひ留学して世界をもっと広
く学びたいと考えていました。
国際教養コースではプレゼンを
数多くこなすため、英語で意見
を述べる力が格段に上がったと
思います。また、１年生の後期
は英語の授業が週６コマと多
く、さらに試験対策を通じて苦
手を克服できたことでTOEFL
の得点も20点ほど伸びました。
留学先では初めての一人暮ら
しを経験します。不安もありま
すが、さまざまな経験を通じて
自分を成長させたいです。

国際教養コースの第一期生として
今年の秋に留学する2名の学生に話をうかがいました

学びのフィールドは地域と世界特集

世界
G L O B A L

世界
G L O B A L

▲授業では、英語での自己紹介やプレ
ゼンなど、語学力を高めるための実践
的なカリキュラムが組まれています。
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岐阜大学基金の新たな奨学金として、平成27年に創設され
た「バロー・Vドラッグ海外研修奨学金助成事業」。
本奨学金を受け、初めて派遣された岐阜大学大学院博士前
期課程の学生2名が、それぞれの留学先で大学院での研究
をさらに深めるとともに、実践的な語学力やプレゼンテーショ
ン能力を磨きました。

文部科学省が進める国際化の取り組みの一環として
地域科学部に新設された「国際教養コース」。
国際社会において求められる幅広い教養と、
自文化ならびに異文化への理解力を身につけるため、
1年間の留学を必修とし、グローカルな学識を持つ
人材育成に取り組んでいます。

岐阜大学大学院院生の海外研修を支援する制度。（株）バローホールディングスと、「Vドラッグ」を展開する中部薬品（株）の寄付により、平成27年に創設。大学院生が
海外の大学や研究機関及びこれに準ずる機関において単位習得や専門の研究を行う場合、渡航費、滞在費、授業料などを援助する。海外での研修の機会を増やすこと
により学生の資質を高め、国際的な視野に立った人生観を得るとともに、より積極的に勉学に励む人材を育てることを目的とする。

岐阜大学基金 特定事業「バロー・Vドラッグ海外研修奨学金助成事業」

岐阜大学地域科学部
国際教養コース2年

保坂 泉 さん

岐阜大学地域科学部
国際教養コース2年

松井 美樹 さん

岐阜大学大学院工学研究科　
環境エネルギーシステム専攻 
グローバル環境・エネルギーコース 博士前期課程２年

紀平 一真 さん
研修先：インペリアルカレッジロンドン（ICL）／イギリス、
バーデン・ヴュルテンベルグ州立太陽エネルギー・水素
研究センター（ZSW)／ドイツ（2カ月）

岐阜大学大学院工学研究科 生命工学専攻 
博士前期課程2年

長瀬 春奈 さん
研修先：アメリカ国立衛生研究所（NIH）内国立
心肺血液研究所（NHLBI）／アメリカ（12カ月）




